
平成２７年度 組織拡充大会 団活動紹介 

平成 27 年 5 月 16 日 清水テルサ 
団名  ： 島田地区 金谷第１団、紹介者 ： 田中清司（団委員長）、 

活動地域： 島田市内と周辺、団の規模： 登録数６９名（内、スカウト４２名 指導者

２８名） 

活動内容 

テーマ ： スカウト増を目指して 

 「拡げよう組織を、増やそう仲間を」を目標に活動を進めてきましたが、ビ

ーバースカウトの入隊が、２０年度＝６名 ２１年度＝３名 ２２年度＝２名 

２３年度＝２名で、このままでは団（隊）の運営に危機感を抱いて、団委員・

指導者で今後のスカウト募集について話し合い、平成２３年１０月は金谷第１

団（昭和２７年=1951 年 ９月榛原１隊として）発団６０周年になるこの記念

の年に何か企画をして、スカウト増に結びつけたいとまとまりました。丁度そ

の時、金谷公民館活動の一つ、金谷地区子どもをはぐくむ地域教育推進協議会

（げんきキッズという）から事業協力の誘いがあり、加わることとしました。 
 
 ７月に「げんきキッズ参加者」とスカウトでテント張り、野外料理、ロープ

ワークなど、野外活動を実施し、１０月の発団６０周年記念行事に参加案内を、

１２月には金谷第１団「みんな集まれ団まつり」にも参加案内を、併せて金谷

小学校を始め、３保育園、２幼稚園にスカウト募集の団作成チラシを配布し、

スカウト募集に努めました。 
 また、毎年１０月は、発団記念月として行事を実施し、スカウトの増加に努

めてゆきます。なお、２４年度から、体験の風を起こそう推進運動「子ども体

験遊びリンピック」を活用。 ２４年度、２５年度、２６年度、今年度も実施

し、今後も続けてゆきます。（なお、２４年度ビーバー登録１名が、２６年度ビ

ーバー登録１４名になりました） 
効果として、保護者の口コミと相乗効果で、ビーバー隊に２５年度＝８名、２

６年度９名、カブ隊に１名の入隊がありました。残念なことに２７年度はビー

バー隊への入隊は３名です。（昨年の行事の組み方に一因あるかと。） 
 このほか、平成１９年度から公民館事業の公民館まつりに参加、スカウトフ

ェアとして写真展示など。初めは室内展示であったが、２３年度から屋外展示

をしました 
（団テントを利用、団、地区、県行事のビデオ映像を流して）。金谷第１団の「の

ぼり」も立てて PR に努めています。この事業の中心である「餅つき」は、金谷

第１団の受け持ちとなりました。 



 
昭和４７年１月より始まった金谷地区恒例の交通安全凧揚げパレードに参加、

５５年より「お汁粉」のサービスを、平成１２年より「おでん」のサービスも

加わりました。 過去には、パレードの先導をボーイスカウト鼓隊が務めたこ

とも。 
 
 昭和５６年１２月クリスマス・リクリエーション大会を始まりとして、毎年

１２月には「みんな仲間だ（集まれ）大パーティ」を（町内２神社）隔年清掃

作業を兼ねて実施、この時も一般参加を呼びかけて。 
 
 平成２２年度より手作り「チラシ」をつくり、団管内の小学校、保・幼稚園

に配り参加を呼びかけています。 
 金谷第１団は金谷小学校区を、金谷第３団は五和小学校区を管内としてスカ

ウト募集。 
 
 金谷第１団は、団の前身であります金谷町少年団 大正１４年（１９２５年）

に財団法人大日本少年団連盟に加盟 今年で９０周年になります。 
 

以上 


















